
親

鷺

の

仏

身

観

浅

井

成

海

一

親
鶯

の
仏
身
論
に
は
二
身
説
三
身
説
四
身
説
な
ど
が
あ
る
。

二
身
説

に
は
、
二
通
り
の
説
き
方
が
あ
り
、
第

一
に
真
身
と
化
身
と

示
す
場
合

に
、
法
然
の
二
身
説
を
う
け
る
も

の
で
あ
る
。
法
然
は
、
真

身
を
酬
因
感
果
の
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
『観
経
』
に
説
か
れ

る
阿
弥
陀

如
来
を
真
身
と
詳
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
化
身
は
、
無
而
鍬
有

の
身

で

(1
)

機
に
応
じ
、
時
に
応
じ
て
現
ず
る
仏
身
で
あ

る

と

述
べ
る
。

こ
の
場

合
、
真
化
二
身
は
、
別
体
で
は
な
い
。
真
身
が
機
に
順
い
、
時
に
順
い

現
ず
る
の
で
あ
る
。
法
然
に
よ
れ
ば
、

化
身
と
化
仏
は
同

一
で
あ
り
、

こ
の
化
仏

に
四
種

の
化
仏
を
あ
げ
て
い
る
。
(
1
)
円
光
の
化
仏
、
(
2
)
摂
取

不
捨
の
化
仏
、
(
3
)
来
迎
引
接
の
化
仏
、
(
4
)
十
方
衆
生
の
本
尊
の
化
仏

の

四
種
を
あ
げ
る
が
、

親
鷺
は
、
法
然
の
こ
の
真
化
二
身
論
を
継
承
す
る

の
で
あ
る
。
す
で
に

『
大
経
』

の
三
輩
段
の
中
輩
に
は
、
真
仏

の
如
く

化
現
す
る

「化
仏
」
の
臨
終
来
迎
を
説
き

『観
経
』
「
九
品
段
」
で
は
、

上
品
上
生
、
上
品
下
生
、

下
品
上
生
、
下
品
中
生
等
に
化
仏
来
迎
が
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
要
旨
を
う
け
る
経

・
釈
を
親
鶯

の
著
述
の
各
所
に

引
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば

「
礼
讃
」
の
文
よ
り

阿
弥
陀
仏
を
称
礼
し
、
彼
国
に
往
生
せ
む
と
、
彼
仏
即
ち
無
数
の
化
仏
、
無

数
の
化
観
音
勢
至
菩
薩
を
遣
し
て
行
者
を
護
念
し
た
ま
う

「行
巻
」
真
聖
全
二
・
二
〇
頁

と
引
き
、

『大
経
』
三
輩
の
文
を

『
三
経
往
生
文
類
』
の
観
経
往

生

釈

下

に
、

「真
仏

の
如
く
に
大
衆
と
と
も
に
化
仏
来
迎
し
、
化
仏
に
随

っ
て
、
往

(2
)

生
す
る
」
と
引
く
の
で
あ
る
。

ま
た

『唯
信
妙
文
書
』
で
は

「自
来
迎
」
の
文
を
解
釈
し
て

自
来
迎
と
い
ふ
は
、
自
は
み
つ
か
ら
と
い
ふ
弥
陀
無
数
の
化
仏

・
無
数
の
化

観
世
。
化
大
勢
至
等
の
無
量
無
数
の
聖
衆
み
つ
か
ら
つ
ね
に
と
き
を
き
ら
は

ず
、
と
こ
ろ
を
へ
だ
て
ず
、
真
実
信
心
を
え
た
る
人
に
そ
ひ
た
て
ま
つ
り
て

ま
も
り
た
ま
う
ゆ
へ
に
 

(真
聖
全
二
・
七
八
九
頁
)

と
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
臨
終
来
迎

の
意
を
、
平
生
に
お
け
る
擁
護
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親
驚
の
仏
身
観

(浅

井
)

・
護
念
と

み
て
い
る
。
現
生
正
定
聚
の
人
に
平
生
来
迎
を
説
く
の
で
あ

る
。
臨
終
来
迎
の
化
仏
を
語
る
文
も
、
す
べ
て
平
生
に
お
い
て
化
仏
に

護
念
さ
れ

る
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
化
仏
に
つ
い
て

「
能
念
皆
見
仏
菩
薩
」
の
文
を
解
釈
し
て

「
化

仏
菩
薩
と
ま
ふ
す
は
、
阿
陀
の
化
仏
観
音
勢
至
等
の
聖

衆

な

り
」
(銘

文
真
聖
全
二
P
5
6
6
)
と
定
義
ず
け
て
、
真
仏

の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
あ
き

ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た

「
現
世
利
益
和
賛
」

無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
に
は
、
無
数
の
阿
弥
ま
し
ま
し
て

化
仏
お
の
お
の
こ
と
ご
と
く

真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り

(真
聖
全
二
・
四
九
九
頁
)

無
碍
光
仏

の
光
明
中
に
無
数

の
阿
弥
陀

・
無
数
の
化
仏
ま
し
ま
す
を
讃

え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
の
真
身

・
化
身
を
継

承

し

な

が

ら
、
平
生
護
念
の
と
こ
ろ
で
、
真
仏
の
無
碍
自
在
の
光
明
摂
取

の
働
き

を
あ
ら
わ
す
化
仏
を
語
る
の
で
あ
る
。

い
ま

一
つ
の
見
方
は
、
真
仏
は
、
本
願
酬
報
の
報
身
で
あ
り
、
化
身

は
化
土
に
顕
現
す
る
仏
で
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る

「真
仏
土
巻
」
の

結
び
に
は
、
真
仮
を
対
比
し
て
、
真
仏
、
真
土
を
あ
き
ら
か
に
し
た
後

に

「仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土
も
復
千
差
な
る
べ
し
、
是
を

方
便
化
身

・
化
土
と
名
く
。
真
仮
を
知
ら
ざ
る
に
由
て
、
如
来
広
大
の

(
3
)

恩
徳
を
迷
失
す
」
と
如
来
広
大
の
恩
徳
を
知
ら
ざ
る
も
の
が
自
ら
の
仮

の
業
因
に
よ

っ
て
得
て
い
く
化
身
、
化
土
で
あ
り
、
そ
の
仏
土
ま
た
、

千
差
万
別
な
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
よ
り
明
示
す
る
も

の

は
、

「化
巻
」
冒
頭
の
文
で
あ
る
。

謹
て
化
身
土
を
顕
さ
ば
、
『無
量
寿
仏
観
経
』
の
説
の
如
く
、
真
身
観
仏
是

也
、
土
は

『観
経
』
の
浄
土
是
れ
、
復

『菩
薩
処
胎
経
』
等
の
説
の
如
し
、

即
ち
癬
慢
界
是
也
、
亦

『大
無
量
寿
経
』
の
説
の
如
し
、
即
疑
城
胎
宮
是
也

(真
聖
全
二
・
一
四
三
頁
)

と
述
べ
る
。
『
観
経
』
所
説
の
浄
土
は
、
化

土

で
あ

り
、
『
菩
薩
処
胎

経
』
に
説
か
れ
る
解
慢
界
、
『大
経
』
に
説
か
れ
る
疑
城

胎

宮
と
同

一

の
土
と
み
て
い
る
。
『
大
経
』
胎
化
段
の
文
を
化
巻
に
引

証

す
る
が
、

善
根
を
修
め
浄
土
を
願
う
人
々
は
、
仏
智
を
疑
惑
し
、
信
罪
福
心
を
も

っ
て
、
宮
殿
の
内
に
、
五
百
歳

の
間
あ

っ
て
、

見
仏
せ
ず
、
経
法
を
聞

か
ず
、
菩
薩

・
声
聞

・
聖
衆
を
み
ず
と
説

い
て
胎
生
を
あ
ら
わ
す

の
で

あ
る
。
親
鷲
は

「
真
仮
皆
な
是
れ
大
悲

の
願
海

に
酬
報
せ
り
、
故
に
知

ぬ
。
報
仏
土
也
と
い
う
こ
と
を
」
と
あ
る
よ
う

に
大
悲

の
願
海
に
あ

っ

(4
)

て
、
報
土
中
に
垂
化
し
た
仏
身
、
仏
土
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も

『
観
経
』

に
説
か
れ
る
真
身
観

の
仏
を
化
身
と
し
て
あ
ら
わ

す
。
『観
経
』
真
身
観
の
仏
を
法
然
は
、
報
身
の
真
仏
と
み
る
の

で
あ

る
が
、
親
驚
は
隠
顕
の
義
で
こ
れ
を
み
る
か
ら
、
顕
の
義

に

よ

れ

ば

「
身
の
高
さ
、
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬

」
と
限
ら
れ
た
数
の
仏

(5
)

は
、
化
仏
と
な
る
。
「化
巻
」
で
は
、
道
場
樹
の
願
成
就
文
を

引

き
、

化
土
の
樹
木
と
す
る
。
業
因
、
千
差
で
あ
る
か
ら
胎
宮
で
見
仏
す
る
仏

身
も
そ
れ
ぞ
れ
千
差
で
あ
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
数
量
で
あ
ら
わ
す
こ

と
の
出
来
る
仏
身
を
化
仏
と
す
る
。

こ
れ
ら
を
代
表
せ
し
め
て
、
真
身
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(6
)

観
の
仏
を
化
仏
と
し
た
の
で
あ
る
。

二

三
身
論

に
つ
い
て
は

『末
灯
砂
』
に
お
い
て

三
身
と
い
ふ
は
、
一
つ
に
は
法
身
、
二
つ
に
は
報
身
、
三
つ
に
は
応
身
な
り
、

い
ま
こ
の
弥
陀
如
来
は
報
身
如
来
な
り
 

(真
聖
全
二
・
六
六
八
頁
)

と
、
法
、
報
、
応
の
三
身
説
を
述
べ

「弥
陀
如
来
は
報
身
如
来
な
り
」

と
報
身
中

心
の
主
張
を

し
て

い

る
。
『
愚
禿
砂
』
で
も
、
「法
身
の
証

(7
)

成
、
報
身

の
証
成
、
化
身
の
証
成
」
と
三
身
を
あ
げ
て
い
る
。

従
来
、

仏
教
で
は
、
仏
身
を
三
身
で
述
べ
る
。
そ
の
経

論

釈

は

多

く
、
な
か
で
も

『
大
乗
義
章
』

の
定
義
は
、
最
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

(8
)

あ
る
。
法
身
と
は
、
無
始
法
性
を
体
と
し
、
真
如
の
顕
了
し
た
も
の
を

い
い
、
報
身
は
、
酬
因
の
身
を
い
う
。
応
身
は
有
作
行
徳
す
る
身
で
、

衆
生

の
呼
喚
に
応
じ
て
、
化
事
を
示
す
の
で
応
徳
の
体
よ
り
応
身
と
い

う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
智
顕
等

の
解
釈
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な

(9
)

立
場
は
変

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
三
身
観
は
、
浄
土
教
の
諸
師

の
仏
身
観

に
そ
れ
ぞ
れ
継
承
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
緯
の

『安
楽
集
』

(
1
0
)

で
は
、
法

・
報

・
化
の
三
身
を
あ
げ
る
。

善

導

ま

た

「玄
義
分
」
等

(
1
1
)

で
法

・
報

・
化
の
三
身
論
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
い
う
化
身
と

は
応
身
で
あ
り
、
釈
尊

の
如
く
機
に
応
じ
、
繊
土
出
現

の
化

身

を

説

く
。
法
然
ま
た

「逆
修
説
法
」
に
お
い
て
法
報
応

の
三
身

を
説

く
。

こ
の
よ
う
に
三
身
観
は
、
仏
身
観
の
中
で
も
最
も
中
心
と
な
る
見
方

で
あ
る
。
親
驚
ま
た
こ
の
三
身
論
を
継
承
す
る

の
で
あ
る
。
著
述
、
法

語
等
に
お
い
て
、
こ
の
三
身
論
に
直
接
言
及
す

る
と
こ
ろ
は
、
少
な
い

が
、

三
身

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
親
鷲

の
著
作

の
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

法
身
に
つ
い
て
は
、

浬
秦
界
者
は
即
是
究
寛
法
身
な
り
、
究
寛
法
身
を
得
る
は
、
則
ち
一
乗
を
究

寛
す
る
な
り
、
異
こ
と
如
来
元
し
ま
さ
ず
、
異
こ
と
法
身
元
ま
さ
ず
如
来
は

即
法
身
な
り
…
…

二
乗
海
釈
 (行
巻
・
九
八
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。
浬
繋
を
究
極
の
法
身
と
あ
ら
わ
し
如
来

と

あ

ら

わ

す
。

一
乗
海
釈
は
誓
願

二
仏
乗
が
、
絶
対
の
救

い
で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
が
、
無
色
無
形
の
妙
果
を
法
身
と
あ

ら
わ
し
、

一
切
衆
生
の

救
い
の
た
め
に
動
的
な
働
き
を
示
す
。

そ
の
源
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

ま
た

「証
巻
」
で
は
、
証
と
は
何
か
を
述
べ
て
、
ま
ず

「
無
上
浬
藥
之

極
果
」
と
あ
ら
わ
し
、
滅
度
、
常
楽
畢
寛
寂
滅
、

無
上
浬
藥
、
無
為
法

身
、
実
相
、
法
性
、
真
如
、

一
如
と
そ
の
証
果

の
異
名
を
あ
げ
る
の
で

あ
る
。
と
く
に
さ
と
り
の
内
容
を
種

々
の
異
名

で
あ
ら
わ
し
ま
た
、
無

為
法
身
と
仏
身
で
述
べ
る
。
無
為
法
身

と

は
、
『
論
註
』
に

「無
為
法

身
法
性
身
也
。
法
性
寂
滅
故
法
身
無
相
也
。
無
相
故
に
能
く
相
な
ら
ざ

る
な
し
」
と
あ
る
を
う
け
る
の
で
あ
り
、
言
語
、
思
惟
を
こ
え
た
さ
と

(
1
2
)

り
の
内
容
を
仏
身
で
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
ま
た

『唯
信
砂
文

意
』
に
は

「浬
藥
と
ま
う
す
に
そ
の
名
無
量
な
り
、
く
は
し
く
ま
う
す

に
あ
た
は
ず
、

お
ろ
お
ろ
そ
の
名
を
あ
ら
は
す

べ
し
」
と
十
二
の
異
名

親
鷺
の
仏
身
観

(浅

井
)
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親
鶯
の
仏
身
観

(浅

井
)

(
1
3
)

を
あ
げ
、

法
身
、
如
来
等
の
仏
身
に
関
わ
る
名
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

報
身
と
は
、
因
願
酬
報
の
身
で
あ
り
、
「真
仏
土
巻
」
の
冒
頭

に

お

い
て
、
仏
は
不
可
思
議
光
如
来
で
あ
り
土
は
無
量
光
明
土
で
あ
る
と
表

わ
し
た
後

に

「然
れ
ぽ
則
ち
、
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
故
に
真
の
報

仏
土
な
り
」
と
述
べ
る
。

ま
た

「真
仏
土
巻
」
の
結
び
に
お
い
て

「
夫
れ
報
を
按
ず
れ
ば
、
如

来
の
願
海

に
由
て
、
果
成
の
土
を
酬
報
せ
り
故
に
報
と
日
う
な
り
」
と

(
1
4
)

願
海

に
酬

い
る
仏
身
、
仏
土
と
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

こ
の
あ
と

『論
註
』
七
文
を
引
証
す
る
が
、

法
蔵
の
大
願
業
力
を
説

き
ま
た
、

不
虚
作
住
持
功
徳
の
文
を
引
い
て
、
阿
弥
陀
仏

の
本

願

力

か
な
う

は
、
因
願
、
果
力
相
府
こ
と
を
説
く
。
法
蔵
の
願
心
の
如
く
に
成
就
さ

れ
た
報
身

で
あ
る
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
。
善
導
の
六
文
引
証
に
よ
っ
て

も
証
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に

「玄
義
分
」
二
乗
種
不
生
釈
文
を

引
き
、
弥
陀
は
応
身
な
り
と
い
う
主
張
を
批

判

し
、
「是
報
非
化
論
」

を
説
く
。

「
報
応
二
身
は
眼
目
の
異
名
」
で
あ

る
と
し
て
善
導
は
、
ど

こ
ま
で
も
弥
陀
報
身
説
を
強
調
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
諸
文
を
引
証
す
る

(
1
5
)

こ
と
に
よ

っ
て
親
鷲
も
ま
た
、
弥
陀
報
身
説
を
明
示
す
る
。
な
お
三
身

の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
。

応
身
が
、
教
化
の
機
に
応
ず
る
身
で
あ
る
こ
と
は
上
述

の
如
く
で
あ

る
が
、

こ
れ
も
ま
た
引
証
の
文
に
よ

っ
て
、
親
鷺
の
意
う
け
と
め
る
こ

と
が
出
来

る
。
「真
仏
土
巻
」
引
用
の
善
導
の
文

(
二
乗
種
不
生
の
文
)

に
は

「
縦
使
無
窮
の
八
相
名
号
塵
沙
な
り
体
に
剋
し
て
論
ぜ
ば
、
衆
べ

て
化
に
帰
し
て
摂
す
」
と
無
数
の
八
相
成
道
や
仏
名
が
、
説
れ
て
も
帰

(
1
6
)

す
る
と
こ
ろ
み
な
化
身
に
お
さ
ま
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
八
相
成
道

を
も

っ
て
生
涯
が
示
さ
れ
る
釈
尊
ま
た
化
身
と

み
る
の
で
あ
る
。
い
ま

こ
こ
で
説
か
れ
る
化
身
は
、
機
に
応
じ
稼
土
出
現

の
応
身
と
同
意
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

親
鶯
の
仏
身
観
を
あ
き
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
問
題
は
、
釈
尊
を

ど
う
み
て
い
る
か
で
あ
る
。
す
で
に
種

々
の
研
究
が
な
さ

れ

て

い

る

が
、
弥
陀
は
、
彼
土
よ
り
招
喚
し
、
釈
迦
は
此

土
よ
り
発
遣
す
る
二
尊

二
教
の
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
善
導

の

「玄

義

分
」
「
釈
迦
は
此
の

方
よ
り
発
遣
し
、
弥
陀
は
即
ち
彼
の
国
よ
り
来
迎
す
、
彼
に
喚
び
此
に

遣
は
す
」
の
文
、
或
は
、
「散
善
義
」
深
信
釈
下

で

は
、
弥
陀

の
仏
願

を
深
信
す
る
こ
と
は
、
釈
迦
の
説
示
す
る

『
観
経
』
を
深
信
す
る
こ
と

で
あ
り
、
『
弥
陀
経
』
に
示
さ
れ
る

一
切
諸
仏
の
証
勧
を

信

ず
る
こ
と

で
あ
る
と
述
べ
、
弥
陀
の
願
意
を
開
示
し
た
釈
迦

一
仏
の
所
説
と

一
切

仏

の
同
証
を
信
ず
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
廻
向
発
願

心
釈
下
の
二
河
白
道

の
讐
え
で
は
、
弥
陀
の
招
喚
、
釈
迦
の
発
遣
、

こ

(
1
7
)

の

「
二
尊
之
意
に
信
順
」
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
帰
す
る

と
こ
ろ
は
十
八
願
意
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
勧
め
る
釈
尊
の
教
意
に
よ
っ

て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
善
導
の
釈
迦

弥
陀

二
尊
の
見
方
を
親
驚
も
継
承
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
親
鶯

の
釈
尊
観
に
は
、
善
導
を
継
承
し
親
鶯
独
自
の
釈
尊
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観
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
尊
二
教
の
立
場
よ
り
、
二
尊

一
教
の
教

意
と
な
る
。
「化
巻
」
で
は
、
釈
尊

一
代

の
教
に
此
の
土
で
入
聖

得

果

す
る
聖
道
門
と
、
安
養
浄
刹
に
於
て
入
聖
証
果
す
る
浄
土
門
の
あ
る
こ

と
を
説
く
。
し
か
も
聖
道
の
諸
教
は
、
像
末
法
滅
之
時
機
に
非
ず
、
時

機
に
、
背
け
る
教
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
は
、
在
世
正
法
、
像
末
法
滅

の

三
時
を
貫
ぬ
き
、
濁
悪
群
繭
を
悲
引
し
た
ま
う
教
え
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
二
尊
二
教
の
教
法
は
、
末
法
に
お
け
る
深
い
内
観
に
よ
っ
て
そ

の
真
意
を
み
る
と
き
に
、
弥
陀
の
本
願
の
教
法
よ
り
外
な
き
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
釈
尊
の

一
代
の
教
法
は
浄
土
三
経

の
開
顕
に
あ
る
と
い
う
帰

結
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
を

『
正
像
末
和
讃
』

で
は
、
「釈
迦
の
遣
法
こ
と
ご
と
く

龍

宮

に
い
り
た
ま
ひ
に
き
」
と
述
べ

「
正
像
末
の
三
時
に
は
弥
陀
の
本
願
ひ

(
1
8
)

う
ま
れ
り
」
と
讃
え
る
の
で
あ
る
。
二
尊
二
教
は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
二

尊

一
致
に
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、

釈
迦

・
弥
陀
は
慈
悲
の
父
母

種
々
に
善
巧

方
便
し

わ
れ
ら
が
無
上
の

信
心
を

発
起
せ
し
め
た
ま
ひ
け
り
 

(真
聖
全
二
・
五
一
〇
頁
)

と
讃
え
る
の
で
あ
る
。
釈
尊

一
代
の
説
法
中
、

聖
道
門
、
要
門
、
真
門

の
す
べ
て
は
、
十
八
願
の
信
心
を
発
起
せ
し
め
る
た
め
の
釈
迦

・
弥
陀

二
尊

の
巧

み
な
方
便
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

釈
尊
は
此
土
出
現
の
応
身
で
は
あ
る
が
、
種

々
に
善
巧
方
便
し
、
弥

陀
の
弘
願
意
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
の
応
身
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
教
巻
」
で
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
こ

そ
、

出

世
の
本
懐
経
で
あ
り
、
大
意
は
、
弥
陀
は
誓
い
を
発
し
、
法
蔵
を
開
い

て

一
切
の
衆
生
に
、
功
徳
之
宝
を
施
す
る
こ
と
を
述
べ
、
釈
迦
は
、

ー

代
の
教
法
を
光
閑
し
、
群
繭
に
真
実
利
を
恵
ま
ん
と
す
る
こ
と
で
あ

っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
釈
尊

一
代
の
経
説
は

『
大
経
』
に
あ
り
、
本
願
と

名
号
の
開
顕
に
あ

っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を

「
諸
経
和

讃
」
に
お
い
て

久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
、
五
濁
の
凡
愚
を
あ
は
れ
み
て

釈
迦
仏
と
し
め
し
て

ぞ
迦
耶
城
に
は
応
現
す
る
 

(真
聖
全
二
・
四
九
六
頁
)

と
讃
え
る
の
で
あ
る
。
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏

は
、
此
土
の
迦
耶
城
に

釈
迦
仏
と
な
っ
て
応
現
さ
れ
た
と
説
く
の
で
あ

る
。
弥
陀
の
応
身
と
し

て
の
釈
迦
を
よ
り
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
も

「教
巻
」
の
出
世
本
懐

の
意
よ
り
み
る
と
き
に

『
大
経
』
に

も
と
づ
き
、
本
願
名
号
を
説
き
示
す
釈
尊
で
あ

る
こ
と
を
説
い
た
が
、

発
起
序
の
説
法

の
形
式
よ
り
み
て
そ
の
五
徳
の
瑞
相
を
あ
ら
わ
す
こ
と

(
1
9
)

で
ま
た
、
出
世
本
懐
と
み
る
の
で
あ
る
。
弥
陀
三
昧
に
安
住
し
、
説
法

利
生
の
利
他
行
を
な
す
と
み
る
の
で
あ
る
。
弥
陀
三
昧
に
住
す
る
釈
尊

と
は
、
釈
迦
が
弥
陀
と
な
り
、
弥
陀
が
釈
迦
と
な
る
と
い
う
見
方
で
、

す
で
に
従
来
の
研
究
に
お
い
て

『
二
尊
大
悲
本
懐
』
の
研
究
な
ど
に
よ

(
2
0
)

っ
て
指
摘
さ
れ
る
釈
迦
仏
即
阿
弥
陀
如
仏
と
い
う
釈
尊
観
が
あ
る
が
、

い
ま
は

「教
巻
」
の
説
示
の
中
に
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
釈
迦
即
阿
弥
陀
と
い
う
釈
尊

の
見
方
に
よ
れ
ぽ
、
報

・
応

の
二
身

の
う
ち
応
身
は
、
融
ぜ
ら
れ
て
、
報
身
そ
の
も

の
と
し
て
語
ら
れ
る
の

親
驚
の
仏
身
観

(浅

井
)
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親
鷲
の
仏
身
観

(浅

井
)

で
あ
る
。

法
身
と
報
身

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
が
、
法

・
報

・

応
の
三
身
観
は
、帰
す
る
と
こ
ろ
報
身

一
つ
に
納
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

四
身
説

に
つ
い
て
は
、
『
愚
禿
砂
』
に
あ
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
仏
に
就

い
て
四
種
有
り
、

二
に
は
法
身
、
二
に
は
報
身
、
三
に
は
応

身
、
四
に
は
化
身
な
り
」
と
法

・
報

・
応

・
化
の
四
身
説
を
述
べ
て
い

る
。
四
身
説
の
背
景
に
つ
い
て
は
種
々
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
『
大
乗
義
章
』
十
九
に
四
身
を
あ
げ
、
応
身
よ
り
無
量
無
辺

の
身

を
化
現
す
る
の
が
、
化
身

で
あ
り
、
化
身
よ
り
変
化
し
、
或
は
、
種

々

の
人
相
に
変
化
す
る
を
い
う
。
天

台

大

師

の

『
摩
詞
止
観
』
第
八
に

「
法
報
応
化
の
四
身
を
本
と
な
す
」
と
四
身
説
を
あ
げ
湛
然
の

『止
観

輔
行
』
第

八
之
二
で
は
、
こ
れ
を
解
釈
し
て

「
応
よ
り
更
に
化
身
を
開

出
す
。
法
報
に
対
す
る
故
に
四
と
為
す
を
得
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
道

紳

・
善
導

は
三
身
説
で
あ
る
が
親
鷲
が
三
身
説
と
と
も
に
さ
ら
に
四
身

説
を
用
い
た
の
は
、
か

っ
て
学
ん
だ
天
台
系
典
籍

の
影
響
と
み
る
こ
と

(
2
1
)

が
出
来
る
。

「
証
巻
」
で
は
、
そ

の
冒
頭
に
、
証
と
は
何
か
を
明
示
し
て
そ
の
後

「
然
れ
ぽ
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報

・
応
化
種
々
の
身
を
示

現
し
た
ま
う
」
と
四
身
説
で
結
ぶ
。
し
か
も

一
如
、
真
如
よ
り
来

っ
て

種

々
の
身
を
示
さ
れ
る
と
説
く
こ
と
は
、
応
身
よ
り
開
か
れ
る
化
身
で

あ

っ
て
も
、

二
如
真
如
を
根
源
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『唯
信
砂
文
意
』
で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に

「
こ
の
報
身
よ
り

応
化
等

の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
わ
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧

光
を
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ

へ
に
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
ま
う
す
ひ
か
り

の
御
か
た
ち
に
て
」
と
述

べ

る
。

こ

の

『唯

信
砂
文
意
』
で
は

「
証

巻
」
を
さ
ら
に
う
け
て
、
報
身
如
来
よ
り
、
応
化
身
と
な
り
、
し
か
も

微
塵
世
界
の
無
量

・
無
数

の
身
を
あ
ら
わ
す
、
或
は
十
方
微
塵
世
界
に

み
ち
み
ち
て
ま
し
ま
す
と
も
説
く
。

こ
の
点
を
お
さ
え
で

『浄
土
高
僧

和
讃
』
等
で
は
、
「
大
心
海
よ
り
化

し

て
こ
そ
善
導
和
尚
と
お
は
し
け

れ
」
「
阿
弥
陀
如
来
化
し
て

こ
そ
、
本
師
源
空
と
し
め
し
け
れ
」
な
ど

と
讃
え
て
い
る
。
ま
た

『浄
土
和
讃
』
に
お
い
て

「
三
経
和
讃
」

の
は

じ
め
に
、
『観
経
』
に
お
い
て
浄
土

の
教
法
を
興
起
す
る
縁
と
な
っ
た

人
々
の
名
前
を
列
挙
し
て
い
る
。
十
五
の
聖
者
が
列
記
さ

れ

て

い

る

が
、
そ
の
中
に
は
、
提
婆
尊
者
や
阿
闇
世
王
、

守
門
者
ま
で
つ
け
加
え

(
2
2
)

ら
れ
て
い
る
。
上
の
よ
う
に
、
三
身
論
を
展
開
さ
せ
て
四
身
説
が
、
説

か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
関
係
を
つ
め
て
い
く
と
、
報
身
中
心
の
阿
弥
陀

仏
観
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四

次
に
親
鶯
の
報
身
阿
弥
陀
仏
観
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
第

一
に
因
願

酬
報

の
報
身
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
行
巻
」
偶
前

の
文

で
は

「
仏
土
は
報
仏
報
土
」
で
あ
る
と
明

示

し
、
「真
仏
土
巻
」
で
は
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「
仏
は
、
則
ち
是
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
、
土
は
亦
是
無
量
光
明
土

也
。
然
れ
ば
則
ち
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
が
故
に
真
報
仏
土
と
い
う

な
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
善
導
が
報
身
を
あ
き
ら
か

に
す
る
に
つ
い
て
、
弥
陀

の
浄
土
は
、
報
土
な
る
か
化
土
な
る
か
を
問

答
し
、
十
八
願
取
意
の
文
を
引
い
て

「今
既
に
成
仏
し
た
ま

へ
り
、
即

ち
是
酬
因
之
身
也
」
と
示
し
、
親
鶯
は
十
八
願
よ
り
、
十
二
、
十
三
願

を
開
い
て
、
か
ぎ
り
な
き
光
と
か
ぎ
り
な
き
命

の
仏
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
十

二
願

・
十
三
願
を

「真
仏
土
巻
」
に
引
い
て
こ
の
願
に
酬
報

し
た
仏
身
、
仏
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
光
寿
二
無
量
を
あ
ら
わ
す
う

ち
で
も
そ

の
中
心
は
、
光
明
無
量
を
も

っ
て
あ
ら
わ
す

の

で
あ

る
。

依
、
正
二
報
の
果
の
中
よ
り
、
依
正
は
不
二
で
あ
る
が
、
弥
陀
の
正
報

を
中
心
と
み
る
の
で
あ
惹
。
し
か
も
光
明
無
量
を
中
心
と
し
て
示
さ
れ

る
の
で
あ

る
。
い
ま
そ
の
引
文
を
み
れ
ば
、
寿
命
無
量
を
証

す

る

文

は
、
(
一
)
正
依
の
十
三
願
文
(
二
)
成
就
文
(
三
)
真
言
経
の
寿
命
無
量
の
文
で
あ

る
が
、
大
経
の
引
文
な
ど
残
り
は
光
明
無
量
に
つ
い
て
証
す
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
十
二
願
名
を
引
い
た
後
、
十
二
願
成
就
文
で
十
二
光
を

示
し
、
こ
れ
を

『如
来
会
』
で
十
五
光
を
あ
げ
て
証

明

し
、
『
大
阿
弥

陀
経
』
で
十
三
句
を
あ
げ
て
光
明
を
称
誉
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
も

十
二
光
に
関
す
る
文
を
引
く
。
無
量
の
光
を
十
二
光
に
し
ぼ

っ
て
阿
弥

陀
の
働
き

や
、
特
質
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
が
、

い
か
に
綿
密
に
光
明

(
2
4
)

無
量
を
証
す
る
引
文
を
調
べ
、
引
証
し
て
い
る
か
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
十
二
願
成
就
文
で
は
、
か
ぎ
り
な
き
光
を
う
け
る
も
の
の
利

益
が
示
さ
れ
る
。
ど
こ
ま
で
も
動
的
に
、
三
塗
勤
苦
の
身
さ
え
も
救
く

う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
ま
た
和
語

の
法
語
な
ど
で
も
言
葉
を

つ
く
し
て
語
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
浄
土
和
讃
』
の
は
じ
め
に
お
か
れ
る

「讃

阿

弥

陀
仏
偶
和
讃
」
な
ど
で
は
、
曇
繕
を
継
承
し
つ
つ
、
か
ぎ
り
な
き
光

の

仏

の
活
動
相
を
言
葉
を
つ
く
し
て
讃
え
る
の
で
あ
る
。

五

次
に
前
述
の
よ
う
に

「真
仏
土
」
巻
で
は
、

こ
の
報
身

の
阿
弥
陀
仏

を

「仏
は
則
ち
是
れ
不
可
思
議
光
如
来
な
り
」
と
あ
ら
わ

す

の

で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
不
可
思
議
光

如

来

の
名

は
、
「如

来

会
」
十
五
光
よ
り
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
難
思
光
と

無
称
光
の
意
を
合
し
て
不
可
思
議
光
と
あ
ら
わ
す

の
で
あ
る
。
す
で
に

不
可
思
議
光
は
曇
驚
の

『
讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
に
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し

「
行
巻
」
で
は
、
「無
碍
光
如
来

の
御
名
を
称

す

る
」

(
2
5
)

と
あ
り
、
無
碍
光
如
来
と
い
う
名
で
あ
ら
わ
す
。
そ
の
相
違
に
つ
い
て

は
、
先
哲
の
種
々
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

晩
年

『唯
信
砂
文
意
』
で
は
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思

議

の
尊

号

で
、
智
慧
の
名
号

で
あ
る
こ
と
を
述

べ

る
。
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』

で

(
2
6
)

は
、
十
二
光
の

一
々
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
は
智
慧

の
ひ
か
り
で
あ
る
か
ら
無
碍
光
で
あ
る
と
、
再
度
、
無
碍
光
の
解
釈
に

お
よ
び
、
こ
れ
を
尽
十
方
無
碍
光
如
来
、
不
可
思
議
光
仏
と
述
べ
る
。

親
鶯
の
仏
身
観

(浅

井
)
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親
鶯
の
仏
身
観

(浅

井
)

そ
し
て

「
行
巻
」
の
大
行
は
、
無
碍
光
仏
の
御
名
を
称
す
る
こ
と
で

あ
り
、
無
碍
光
仏

の
御
ち
か
ひ
を
ふ
た
こ
こ
ろ
な
く
信
ず
る
ゆ
え
に
無

量
光
明
土
に
い
た
れ
ば
、
自
然
に
無
量
の
徳
を
得
し
め
広
大
の
光
を
具

足
す
。
故

に
さ
ま
ざ
ま
な
さ
と
り
を
ひ
ら
く
と
も
述
べ
る
。

そ
の
後
、
難
思
光
仏
と
無
称
光
仏
を
出
し
て
、
こ
こ
ろ
も

お

よ
ぼ

ず
、

こ
と
ば
も
お
よ
ぼ
ず

「南
無
不
思
議
光
仏
」
と
あ
ら
わ
す
と
述
べ

る
。さ

ら
に
十
二
光
を
智
慧

の
ひ
か
り
で
あ
る
無
碍
光
で
あ
ら
わ
し
、
そ

の
根
源
を
浄
土
に
み
る
。
不
可
思
議
光
は

「
最
尊
第

一
を
あ
ら
わ
す
」

と
説
く
が
、
そ
の
最
尊
第

二
を
あ
ら
わ
す
理
由
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
ら
わ

れ
を
は
な
れ
た
、
真
如
、

一
如
の
世
界
を
あ
ら
わ
し
、
し
か
も
つ
ね
に

動
的
な
活
動
相
を
あ
ら
わ
す
点
に
み
る
。
救

い
の
根
源
を
仏
教
の
原
理

で
あ
ら
わ
し
、
よ
り
種
極
的
に
そ
の
救
い
の
活
動
相
を
示
す
。

六

先
述
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
を
不
可
思
議
光
と
あ
ら
わ
し
、

一
切
の
と

ら
わ
れ
を
離
れ
て
、
し
か
も
そ
の
活
動
性
を
積
極
的
に
明
示
す
る
主
張

は
、
親
驚

の
二
種
法
身
説
に
深
い
関
わ
り
を
も
つ
と
言
え
よ
う
。
こ
の

二
種
法
身
説
は
、
最
も
大
き
な
特
質
の
二
つ
で
あ
る
。
二
種
法
身
に
つ

い
て
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
証
巻
」
に
曇
驚

の

「浄
入
願
心
章
」
を

引
文
し
、

二
種
法
身
の
文
を
継
承
す
る
。
ま
た

『
愚
禿
砂
』
『
唯

信

砂

(
2
8
)

文
意
』
『
一
念
多
念
文
意
』
に
親
鶯

の
解
釈
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

『往
生
論
註
』
に
は
、
願
心
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
三
厳
二
十
九
種

の
浄
土
の
荘
厳
相
は
、

一
法
句

の
清
浄

・
真
実

・
無
為

・
法
身
に
摂
さ

ま
る
と
い
う
広
略
相
入
を
あ
き
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
文

中

に

お

い

て
、
法
性
法
身
と
方
便
法
身
を
あ
げ
両
身
は
由
生
、
由
出
の
関
係
に
あ

る
こ
と
を
述
べ
る
。
法
性
法
身
は
よ
く
方
便
法
身
に
よ

っ
て
顕
現
す
る

こ
と
に
よ
り
そ

の
力
用
を
全
う
す
る
の
で
あ
る
。
二
而

一
、
一
而
二
の

関
わ
り
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
ま
た

一
法
句
を
解
釈
し
て

「
法
性
寂
滅

な
る
が
故
に
、
法
身
は
無
相
な
り
、
無
相
の
故

に
能
く
相
な
ら
ざ
る
こ

と
無
し
、
是
の
故
に
「相
好
荘
厳
即
法
身
也
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
『
論

註
』
の
般
若
と
方
便
と
の
関
わ
り
を
述
べ
、
般
若
と
は
、
真
如

に
達
す

る
慧
の
名
で
あ
り
、
方
便
は
、
衆
生
済
度

の
手
だ
て
に
通
ず
る
智
慧
で

あ
る
と
述
べ
、
心
行
寂
減
の
真
如

一
如
は
、
そ

の
ま
、
衆
生
救
済

の
活

(
2
9
)

動
と
な
り
、
衆
生
救
済
の
活
動
の
ま
、
寂
滅
の
智
な
る
こ
と
を
説
く
。

こ
こ
に
法
性
法
身
と
方
便
法
身

に
お
け
る
由
生
由
出
の
関

わ

り

を
論

ず
。

法
性
法
身
は
本
来
、
方
便
法
身
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
本
質
を
も

ち
、
方
便
法
身
に
よ

っ
て
よ
く
そ
の
働
き
を
成
ず
る
。
こ
の
考
え
は
、

親
驚
に
強

い
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち

『
論
註
』
の
真
如
、

二

如
観
に
す
で
に
動
的
な
見
方
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
親
驚
は

継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
「
証
巻
」
の
冒
頭
に
証
果
に
お
い
て
滅
度

の
異

名

を
列
挙
し

「弥
陀
如
来
は
、
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を

(
3
0
)

示
現
し
た
ま
う
」
と
如
よ
り
来
生
の
弥
陀
如
来
を
述
べ
る
の
で
あ
り
、
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法
性
法
身
よ
り
顕
現
の
方
便
法
身
を
示
す
の
で
あ
る
。

『
愚
秀
禿
』
で
は
、

法
身
に
就
て
二
種
有
り
、
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り

(真
聖
全
二
・
四
五
入
頁
)

と
述
べ
る
。
『唯
信
釧
文
意
』
や

『
一
念
多
念
文
意
』
と
の
関
わ

り

に

お
い
て
、

こ
の
文
を
よ
め
ぽ
、

二
種
法
身
こ
そ
、
仏
身
論
の
中
心
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
二
念
多
念
文
意
』
で
は
、
二
種
法
身
の
関
係
に
つ
い
て
、

一
如
真

如
、
無
上
浬
繋
、
法
性
、
如
来
と
そ
の
異
名
を
あ
げ
、
無
上
浬
桀
の
内

容
に
お
い
て
、

一
切
衆
生
を
き
ら
わ
ず
、
導
き
た
ま
う
と
示
す
。
動
的

な
は
た
ら
き
を
み
と
め
、
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
、
従
果

降
因
の
報
身

の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
と
を
説

く
。
『
論
註
』
の
説
く

願
心
荘
厳

の
世
界

の
特
質
を
さ
ら
に
積
極
的
に
説
示
す
の
で
あ
る
。

ま
た

『唯
信
砂
文
意
』
で
も
、
親
鷲
の
阿
弥
陀
仏
観
の
特
質
が
よ
く

示
さ
れ
て
い
る
。
法
性
法
身
は
、
無
色
無
形
、
言
亡
絶
慮

の

三
如
を
あ

ら
は
し
、

こ
の

二
如
よ
り
、
従
果
降
因
し
て
法
蔵
菩
薩
は
、
四
十
八
願

を
発
し
、
と
く

に
光

・
寿
二
無
量
の
本
願
に
報

い
て
成
就
し
た
仏
で
あ

り
、
方
便
法
身
、

阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
こ
の
如
来
を
不
可
思
議
光
如

来
と
あ
ら
わ
し
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
あ
ら
わ
す
の
で
あ

る
。
『論

註
』
を
う
け

「証
巻
」
な
ど
に
引
証
さ
れ
る
二
種
法
身
論
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
、
和
語
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
真
如

一
如
は
、
単
に
静
か

な
る
理
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
証
り
の
内
容
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ

る
。
「
こ
の
二
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
」
の
文
意
は

「
ひ

か

り
の

御
か
た
ち
に
、
い
う
も
ま
し
ま
さ
ず
、
す
な
は
ち
、
法
性
法
身

に
お
な

じ
く
し
て
、
無
明

の
や
み
を
は
ら
ひ
、
悪
業
に
さ

へ
ら
れ
ず
、

こ
の
ゆ

(
3
1
)

へ
に
無
碍
光
と
ま
う
す
な
り
」
と
あ
る
。
二
種
法
身
を
時
間
的
に
解
釈

す
る
の
で
は
な
く
、
空
間
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
を
証
明

す
る
も
の
と
し
て
、
親
驚
の

『浄
土
和
讃
』
に
注
目
し
た
い
。

弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は
、
い
ま
に
十
劫
と
と
き
た
れ
ど

塵
点
久
遠
劫
よ

り
も

ひ
さ
し
き
仏
と
み
へ
た
ま
ふ
 

(
真
聖
全
二
・
四
九
二
頁
)

久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏

五
濁
の
凡
愚
を
あ
は
れ
み
て

釈
迦
牟
尼
仏
と
し
め

し
て
ぞ

迦
耶
城
に
は
応
現
す
る
 

(真
聖
全
二
・
四
九
六
頁
)

と
讃
え
る
よ
う
に
、
十
劫
成
道
を
、
久
遠
成
道

の
阿
弥
陀
仏
と
み
て
、

無
始
無
終
の
報
身
論
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
法
性
法
身
と
方
便
法
身

相
即
し
つ
つ
方
便
法
身
中
心
の
阿
弥
陀
仏
観
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
久
遠
成
道
の
思
想
は
、
天
台
教
学
の
影
響
を
う
け
る
と
こ
ろ
で

(
3
2
)

あ
り
、
十
劫
と
久
遠
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
に
あ
る
か
は
、
な
お
論
ず

(
3
3
)

べ
き

問

題

が

多
く

あ

る
。

機

会

を

あ

ら

た

め

て
論

じ
た

い
。

1

『
逆
修

説
法

』

(法

然

全

・
一
一三
二
頁
)
、
「
法

然

上

人

御

説

法

事
」

(
『
西
方
指
南
抄
』
所

収

・
一
六

四
-

一
六

五
頁
)
 法

然

全
 
(
一
六

六

頁
)
、
拙
論

「
法
然
上
人

の
仏
身
観
」

(真
宗
学
四
四
号
)

2
 
真
聖

全

二

・
五
四
六
頁

3
 
真
聖

全
二

・
一
四

一
頁

4
 
真
聖
全

二

・
一
四

三
頁

5

『
観
経
』
真
身
観
 
(真
聖
全

一
・
五
七
頁
)

『
論
註
』

(
真
聖

全

二
・
三

親
鶯
の
仏
身
観
 
(浅

井
)
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親
驚
の
仏
身
観
 (浅

井
)

○
○
頁
)

「
定
善
義
」
(
真
聖
全

一
・
五
一
二

頁
)
 い
ず
れ
も
真
身
観
を
真

仏
と
み
て

い
る
。

6
 
真
仏
と
化
仏

に
つ
い
て

『
六
要
紗

』
で
は
(
1
)
観
仏

に
約
せ
ば
真
実
身
で

あ
る
、
念

仏
所
見
の
身
に
約
せ
ば
方
便

の
身
と
な
る
。
(
2
)
念
仏
衆
生
摂
取

不
捨

の
時

は
、
真
身
、
報

仏
で
あ
り
、
化
仏

は
円
光
中

の
化

仏

を

い

う

(真
聖
全

二

・
三
七

二
頁
)

7
 
真
聖
全

二

・
四
五
七
頁

8
 
大
正
蔵

・
四
四

・
八
三
七
頁

9

『
金
光

明
文
句
』
巻

二
 
(
大
正
蔵

三
九

・
五
三
頁
)

10
 
真
聖
全

一
・
三
八
九
頁

11

「
玄
義

分
」

(真
聖

全

一
・
四
四

一
頁
)

12

「
証
巻
」

(真
聖

全
二

・
一
〇

三
頁
)
、
『
論
註
』

(真
聖
全

一

・
三
三
七

頁
)

13
 
真
聖
全

一
・
六
三
〇
頁

14
 
真
聖
全
二

・
二

一〇

頁
、

一
四

一
頁

15
 
真
聖
全

二

・
一
三
四
頁
、

一
三
五
頁
、

二
二
七
頁

16
 
真
聖
全

二

・
一
三
七
頁

17
 
真
聖
全

一
・
四
四

三
頁
、

五
三
四
-

五
三
七
頁
、

五
四

二
頁

18

「
化
巻
」
(
真
聖
全

二

・
一
五
五
-

二
五
六
頁
)
、
『
正
像
末

和

讃
』
(
真

聖
全

二

・
五

二

ハ
-
五

一
七
頁
)

19
 
数
巻

(
真
聖
全

二

・
二
-

三
頁
)

20
 
信
楽
峻
、麿
氏

「
親
驚

に
お
け
る
釈
迦
仏

と

弥
陀
仏
」
(
日
本
仏
教
学
会

年
報

五
十
三
号
)
 参
照

21

『
愚
禿
紗
』

(真
聖

全

二

・
四
五
八
頁
)
、
『
大
乗
義
章

』

(
大
正
蔵

・
四

四
巻
、

八
四

一
頁
)
『
摩
詞

止
観
』
(
大
正
蔵

・
四

六

巻

・
二
〇

六
頁
)
、

『
止
観
輔
行
』

(
大
正
蔵

四
六
巻
三
九
六
頁
)
、
『
愚
禿
紗

聞

書

』
(真
宗

大

系

・
二
八
巻

・
六
九

頁
)
『
愚
禿
砂
温

故
録
』

(真
宗

全
書

三
七
巻

・
二
七

七
頁
)
『
愚
禿
紗
摸
象
記

』
(真
宗
叢

書
九
巻

・
四
〇
頁
)

22

「証
巻
」

(真
聖
全

二

・
一
〇

二

一
頁
)
『
唯
信
紗

文
意
』
(
真
聖
全

二

・

六
三
〇
-

六
三

二
頁
)

『
高
僧
和

讃
』

(真
聖
全

二

・
五
〇

八

・
五

二
四

頁
)
『
浄

土
和
讃
』

(真
聖
全

二

・
四
九

一
頁
)

23

「行
巻
」

(真
聖
全

二

・
四
三
頁
)
「
真
仏
土
巻
」
(
真
聖
全

二

・
二
二
〇

頁
)

24

「玄
義

分
」

(真
聖

全

一
・
四
五
七
頁
)
、
「
真
仏

土

巻
」

十

二

・
十

三

願

成
就
文
引
証
 
(
真
聖
全

二

・
二

一〇
-

一
三
一三
頁
)

25

「真
仏
土
巻
」

(真
聖
全

二

・
二

一〇
頁
)

『
讃
阿
弥
陀
仏
偶

』
(
真
聖
全

一
・
三
六
五
頁
)

26

『
唯
信
鋤
文
意
』

(真
聖

全
二

・
六
三
二
-

六
二
二
頁
)

『
弥

陀
如
来
名

号
徳

』
(真
聖
全

二

・
七

三
三
-

七
三
七
頁
)

27

『
研
鑛
集
記
』

(
三
八
三
-

二
八
四
頁
)

で
は
、
(
1
)
最
尊

第

二
の
徳
を
あ

ら
わ
さ
ん
(
2
)
往
生
即
成
仏

の
義

を
あ
ら
わ
す

の
二
義
を
あ
げ

後
説
を
よ
し

と
す
る
。

28

「証
巻
」

(真
聖
全

二

・
一
一
二
頁
)

『
愚
禿
紗

』

(真

聖

全
二

・
四

五

九
頁
)
、
『
唯
信
紗
文
意
』

(真
聖

全
二

・
六
三
〇
頁
)
、
『
二
念
多
念

文
意
』

(真
聖
全

二

・
六

二
ハ
頁
)

29
 
真
聖

全

一
・
三
三
六
頁
、

三
三
七
頁
、

三
四
ご
頁

30
 
真
聖
全
二

・
一
〇

三
頁

31
 
真
聖
全
二
。

六
三

一
頁

32
 
普
賢

大
円
氏
著

『
真
宗
教
学

の
発
達

』
三
〇
-

三

一
頁

33
 
神

子
上
恵
龍
氏

『
弥
陀
身
土
思
想
史
展
開
』

<

キ
ー
ワ
ー
ド
>

仏
身
、

阿
弥

陀
仏
、

報
身

(
龍
谷
大
学
教

授
)
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